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1　 目　 的

　持 糸売　口∫甫旨な 開 発　・　発 展　　（Sustainable
Development ）の 実現 をめ ざす 時代 背景 の 中で ，

研 究 ・教育現 場 で も環 境 に配 慮す る 必 要 が あ

る．グ リ
ー

ン ケ ミス トリ
ーD

と して 紹介 され て

い るマ イ ク ロ ス ケ
ー

ル 実験 に は，  試 薬 の 節

減 ，   実験 廃棄物 の 少量 化 ，   省資源，省 エ ネ

ル ギ
ー

，   安全性 の 向上 ，  実験環境 の 改善の

よ うな特 徴が あ る
2），規行 の 高校化学や 高校

生物 の 授業で，酵素に つ い て指導す るが，酵素

の 働 きや性 質，そ して基質特 異性 を調べ る実験

で は，ガラ ス シ ャ
ー

レ やプ リ ン カ ッ プ等 が用 い

られ て い る．本研 究で は ，高校 の 授業現場 で も

使 用 で き る よ うマ イ ク ロ ス ケ
ー

ル 実験 を川 い

て 試 薬使N 量 の 削減，実験時 間の 短縮 を試み

た ．

2 　実 験

（1 ）器具

　 2× 3w ¢ 1］ セ ル プ レ
ー

ト 2 枚
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）

　　 図 且．セ ル プ レートウ ェ ル の 名称

（2 ）方法

実験 A ： キ ウイ に含まれ るタ ン パ ク 質分解酵

　 素 に 及 ぼす熱処理 の影響 を観察 した ．

  セ ル プ レー トに ゼ ラチ ン 溶液 ト・蒸留水 （Al，

　 B1 ），ゼ ラ チ ン 溶 液＋キ ウイ果汁 （A2 ）ゼ

　 ラ チ ン 溶 液 ＋ キ ウイ 果 汁煮 沸溶液 （B2 ）を

　 混 和 し流 し 込 ん だ．

  冷蔵 庫 （3〜4℃ ）で 冷や し，固ま り 具 合を観

　 察 した．

実験 B ： タ ン パ ク質 を含むゼ ラチ ン ，繊維 質

　 か らな る寒天 の 機械的強度が，唾液 （ア ミ

　 ラ ーゼ ：で んぷ ん分解酵素を含む），キ ウ

　　イ果汁 （タ ン パ ク質分解酵 素を 含む ）に よ

　　 っ て ど の よ うな影響 を受 け る の か を観 察

　 　 し た ．

  セ ル プ レ ー トに ゼ ラ チ ン 溶 液 （Al 〜A3 ），寒

　　天溶液 （B1〜B3）を流 し固めた ．

  各 ウ ェ ル に濾紙 ＋ 蒸留水 （Al ，　 Bl），濾紙 ＋

　　唾液 （A2 ，　 B2 ），キ ウイ 切片 （A3，　 B3），を

　　の せ ，それ ぞ れの変化 の 違い を観察 し た ．

3 　結果と考察

　実 験 A ： キ ウイ果汁 を添 加 した もの （A2 ）の

み ，固ま らな か っ た ．こ れ は ，ゼ ラチ ン の タ ン

パ ク質が酵 素 に よ り分解され 固ま らな か っ た

こ とを示 して い る．また，キ ウイ果 汁煮 沸溶液

を添 加 し た もの （B2 ）は ， 酵素 が 失活 しゼ ラチ

ン が 固 ま っ た と い え る．

　実験 B ：ゼ ラチ ン に キ ウイ切 片を の せ た も の

（A3 ）の み 沈み 込 み溶 け て い た ．ゼ ラチ ン ，寒

天，蒸留水，キ ウイ 切片，唾液 の 条件に よ り違

い が観察 で きた ．唾液 に 含 まれ る ア ミ ラ
ーゼ

と，キ ウイに 含まれる タン パ ク質分解酵素 を比

較す る こ と で ，酵素 の 基質特異性に っ い て 観察

す る こ とが で きた ，

4 　 まとめ

　 マ イ ク ロ ス ケ ール 実験 に お い て も条件 に よ

る違 い が
．
卜分に観察で きた．井 口 ら

3）
の 方法に

比 べ 試 薬類 は約 lf5少 量化，時 間に つ い て は約

YIO に短 縮で き ， 更に は個 々 人 で の 観察を も可

能 に した．
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